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東北地域におけ る水稲多収の研究事例
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表 1 収量段階別事例数
1 は  し 力S き

昭和54年度の専門別 (水田作 )総括検討会議において,

「超多収稲に関する研究上の問題点」について検討がなさ

れ,北陸農試の田中孝幸室長が「超多収栽培の研究事例」
2)

について話題提供を行った。それに先立ち,同室長より東

北地域における水稲多収の研究事例の調査を依頼されたの

で,昭和44年度以降の東北地域水稲作打合せ会議資料の栽

培関係成績概要から80り/8以上の多収事例をひろい上げ,

年次,場所,品種.苗の種類,窒素施用量,収量構成要素

などについて調べて報告した。本報告はその時,調査した

多収事例を整理したものである。

2 結

表 1に 80旬/8以上の収量段階別の事例数を示した。

80切/8以上は全部で125例認められ,そのうち,90"/8

以上は14例で,最高は昭和∞年,秋田 (本場 )で得られた

1011切/8であった。田中の資料うによると,他地域にお

ける80切 /8以上の多収の研究事例は,北睦21例 (日 本稲

12例,韓国稲 9例 ),関東東山東海n例,近畿中国2例 ,

九州 6例で,他地域に比較して,東北地域の多収研究事例

が圧倒的に多 0ヽ こと力ゞ分る。

表 2に年次別の事例数を示した。昭和50年の44例が最も

多く,次いで,昭和45年と昭和m年の23であった。これら

の年は東北全体としての作況指数の高い年で,天候にめぐ

まれた高収年に多収の研究事例も多いことを示している。

昭和44年以降で東北全体の平均収量が最も低かった冷害年

の昭和51年に秋田 (本場 )で 80り/3以上が11例 ,そのう

ち90り/8以上が 2例あるのが注目される。

表 3に場所別の事例数を示した。秋田 (本 場)が34例 と

最も多く,次いで,福島 (冷害 )の23例,山形 (置場 )の

22例 ,山形 (本場 )の 15例であった。なお,明 らかに現地

試験と分る事例は除外した。

表 4に品種別事例数を示した。アキヒカリが28例 と最も

多く,次いで,ササニシキの
"例
,キ ヨニシキの19例 , ト

ヨニシキの 9例であった。レィメイが 3例しかないのは,

米過剰時代を反映して,食味があまりよくないとされてい
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表4 品種別事例数
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るレイメイを供試した試験が少なかったためと思われる。

表 5に苗の種類月1事例数を示した。中苗が52例 と最も多

く,次いで,稚苗の0例,畑成苗の18例であった。農業の

機械化時代を反映して,機械移植用の中苗,稚苗を用いた

事例が多かった。

表5 苗の種類別事例数
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表 9に もみわら比別の事例数を示した。大判がもみわら

比 12以上で,も みの生産効率が高い事例が多かった。

表9 もみわら比別事例数
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表 6に窒素施用量別の事例数を示した。成分で10り/3
以下が26例もあり,過半数が 12切/3以 下で,窒素施用量

が意外に少ない事例が多かった。

表6 窒素施用量別事例数

窒素施用量 (り/3) 3む  す  び

昭和

“

年以降の東北地域における水稲多収の研究事例と

して,東北地域水稲作試験研究打合せ会議資料,栽培関係

成績概要から, 80均/3以上の事例をひろい上げ,年次 ,

場所.品種,苗の種類,窒素施用量,デ当り穂数,登熟歩

合, もみわら比などについて検討した。″当り頴花数につ

いても検討したかったが,坪刈り収量と計算収量(収量構

成要素の積 )の相関係数が γ=0545・+*と あまり高くな

く,″当り頴花数の測定精度が必ずしも高 くないと判断

される事例が多かったので検討を中止した。 遠藤 ,佐々
木
1)が
指摘するように,機械移植栽培では株間の変異が大

きいので,坪刈り収量と計算収量を出来るだけ合致させる

調査方法の検討が必要だと思われる。
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表 7に 7当 り穂数別の事例数を示した。大半が7当 り穂

数 500本以上で, 80り /● 以上の多収事例には7当 り穂数

が多い事例が多かった。

表 7 ″当り穂数別事例数
″ 当 り 穂 数
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表 8に登熱歩合別事例数を示した。大半が80%以上で,

90%以上が211例もみられ,登熱歩合が無い事例が多かった。
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表8 登熟歩合別事例数


